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当 期 末
’11／12

前 期 末
’10／12

増 減 増 減 内 容

総 資 産 ３８，４２５ ３４，９５１ ３，４７４

(受取手形・売掛金) ３，４４０ ３，１７９ ２６１

( 棚 卸 資 産 ) ５，６７７ ５，５６０ １１７
商品・製品２２８増、
仕掛品２３３減、
原材料・貯蔵品１２１増

負 債 ３，６０３ ３，２７３ ３２９
未払法人税等３７７増、

退職給付引当金７４減

( 有 利 子 負 債 ) １１２ １２３ △１０

利 益 剰 余 金 ３６，４７５ ３２，２６５ ４，２１０

当 期
’11／12

前 期

’10／12
増 減 増 減 内 容

設 備 投 資 額 １，１３９ １，１４４ △５ 北米新社屋 、自家発電、
新製品金型

減 価 償 却 費 ７２３ ５９２ １３１

単位：百万円単位：百万円

連結決算概要（B/S）



連結決算概要（P/L）

今 期 実 績

’1１／12
前 期 実 績

’10／12
前 期 比

計 画

’11／12
計 画 比

売 上 高
２２，２６６

100%
２２，２１３

100% １００％ ２２，４８５
100% ９９．０％

売 上
総 利 益

１３，４７９
61%

１３，４２０
60% １００％ １３，３００

59%
１０２％

２pt

営 業 利 益
７，１９１

32%
７，６００

34%
９５％
△2pt

６，９７０
3１%

１０３％
１pt

経 常 利 益
７，１３５

32%
７，３０４

33%
９８％
△1pt

７，１０７
32%

１００％
-pt

当 期 純 利 益
４，６９４

2１%
４，６８７

2１% １００％ ４，７７８
2１%

９８％
-pt

E P S （ 円 ） ７７９．５３ ７６５．７２ ７８０．４４

為 替 レ ー ト

米 ド ル ７９．６２円 ８７．６９円 ８．０７円高 ８０．００円 ０．３８円高

ユ ー ロ １１０．９５円 １１６．３９円 ５．４４円高 １１０．００円 ０．９５円安

■売上目減額 △６２３百万円（前期レート比) ２５百万円（計画レート比）
■為替感応度 ＵＳドル：１円円高→売上４千５百万円減、ＥＵＲＯ：同５千万円減（営業利益８５％）
■試験研究費 １，５３７百万円（対前期比１４３百万円増）

単位：百万円単位：百万円
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事業の種類別連結売上高増減

２ ０ １ ０年 ２ ０ １ １年

歯科製品
関連事業 19,289 19,739

+450

工業製品
関連事業 2,281 2,444

+162

そ の 他
事 業 642 705

+63

為替影響 － △623

計 22,213 22,266
+52

期中平均レート

米 ド ル 87.69 79.62
△8.07

ユ ー ロ 116.39 110.95
△5.44

欧州減収、アジアが減収
国内好調、北米堅調

４５０

2.3%

歯科

６３

9.8%

その他

為 替
影 響

△６２３

国内需要減
北米、欧州が堅調に推移
アジアはタイ洪水で急減速

。

１６２

7.1%

工業

2010年
売上高

2011年
売上高

２２,２１３ ２２,２６６

2010年の為替レートで換算した場合の増減

事業の種類別売上高

（為替影響分離）

単位：百万円単位：百万円
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事業の種類別営業利益増減

２ ０ １ ０年 ２ ０ １ １年

歯科製品
関連事業 9,041 9,297

+255

機工製品
関連事業 681 721

+40

そ の 他
事 業 144 227

+83

為替影響 - △544

全社費用 △2,266 △2,513
△246

計 7,600 7,191
△410

期中平均レート

米 ド ル 87.69 79.62
△8.07

ユ ー ロ 116.39 110.95
△5.44

2010年の為替レートで換算した場合の増減

歯科製品

工業製品

為 替
換 算

全 社
費 用

その他

北米新スキームで人員増
最大の展示会ＩＤＳの開催年

→広告宣伝費増加
円高進行により実質減益

歯科同様、実質減益、ただし
、利益率改善

事業の種類別営業利益
（為替影響分離）

2.8%

5.8%
57.6%

2011年
営業利益

2010年
営業利益

７,６００
７,１９１

△５４４２５５

４０ ８３

△２４６

単位：百万円単位：百万円
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'11年12月期

欧州
29%

国内
21%

北米
18%

アジア
13%

その他
19%

'07年12月期

欧州
32%

国内
18%

北米
20%

アジア
15%

その他
15%

連結売上高推移（歯科製品）

6,199 6,988 6,046 6,026 5,548

3,451
3,452

3,232 3,339 4,085

3,972
3,782

3,504 3,585 3,484

2,928 2,717

2,503 2,666 2,452

2,945

2,666
3,623

3,119
3,670

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

'07年12月期 '08年12月期 '09年12月期 '10年12月期 '11年12月期

百万円

欧州 国内 北米 アジア その他

19,19419,496
20,059

17,953

19,289
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１５

オセアニア 洪水の影響も
徐々に回復
中近東：政変あるも増収

その他

0.4%

地域別連結売上高の増減（歯科製品）

２ ０ １ ０年 ２ ０ １ １年

欧 州 6,026 5,796
△230

国 内 3,339 4,085
+746

北 米 3,585 3,694
+109

ア ジ ア 2,666 2,476
△190

そ の 他 3,670 3,686
+15

為替影響 － △545

計 19,289 19,194
△94

期中平均レート

米 ド ル 87.69 79.62
△8.07

ユ ー ロ 116.39 110.95
△5.44

為 替
影 響

△５４５

欧州

△3.8%

△２３０

独、仏、西子会社増収確保
南欧、東欧苦戦

北米

22.3% ＯＥＭ，カナダ微減
米国新スキームで大幅減

（ブラスラーは減少）

アジア
△7.1%

台湾大幅減（中国流入禁止措置）
韓国低調（ウォン安の影響）

国内

3.0%

メーカー出荷（含むＯＥＭ）大幅増加
自社製品販売堅調

７４６

2010年売上高
（歯科製品）

2011年売上高
（歯科製品）

１９,１９４１９,２８９

2010年の為替レートで換算した場合の増減

地域別売上高（歯科製品）

（為替影響分離）

１０９

△１９０

単位：百万円単位：百万円

Page-8



'07年12月期

国内
45%

北米
22%

欧州
16%

アジア
5%

その他
12%

'11年12月期

国内
33%

欧州
15%

アジア
24%

その他
1%

北米
27%

連結売上高推移（工業製品）

1,010 1,022

638
827 811

507 580

438

531 633

367
373

137

274
353

118
135

88

635
566276 179

143

13
13

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

'07年12月期 '08年12月期 '09年12月期 '10年12月期 '11年12月期

百万円

国内 北米 欧州 アジア その他 2,379

2,279

1,446

2,290 2,281
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地域別連結売上高の増減（工業製品）

２０10年 ２０１1年

国 内 827 811
△15

北 米 531 698
+166

欧 州 274 353
+79

ア ジ ア 635 566
△68

そ の 他 13 13
0

為替影響 － △64

計 2,281 2,379
+98

期中平均レート

米 ド ル 87.69 79.62
△8.07

ユ ー ロ 116.39 110.95
△5.44

アジア

△10.8%

ＨＤＤ業界の設備投資低調
４Ｑ：タイ洪水により需要大幅減少

北米

31.4%

１６６

医療業界（主に歯科用ＣＡＭ）、工作機
械メーカーで需要増

国内

△1.8%

東日本大震災の影響、円
高の影響で国内需要減

その他

△0.3%

０

為 替
影 響

△６４欧州

29.1%

７９

2010年売上高
（工業製品）

2011年売上高
（工業製品）

２,３７９
２,２８１

2010年の為替レートで換算した場合の増減

△１５

△６８

単位：百万円単位：百万円

地域別売上高（工業製品）

（為替影響分離）

ドイツ向けグラインダー好調
→好調な輸出産業向け
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営業利益の増減要因

需要増加

４０４

売上高
歯科 ４５０百万円増
工業 １６２ 〃
その他 ６３ 〃

２５２

原価率改善

販売構成の変化（国内歯科増加）
棚卸評価損減少

人件費増加

為替影響

$： 87.69円→ 79.62円
€：116.39円→110.95円

△５４４

経費増加

2010年
営業利益

2011年
営業利益

７,６００ ７,１９１

2010年の為替レートで換算した場合の増減

△１９０

△３３１

単位：百万円単位：百万円
大幅な人員増強

㈱ナカニシ（主に開発人員）
米国子会社（営業人員）
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2012年12月期計画



次期連結決算概要（Ｐ／Ｌ）

次期予想
’１２/１２

今期実績
’１１/１２

前 期 比 増 減 要 因

売 上 高
２３，４０２

1００%
２２，２６６

１００%
１０５％ 歯科製品：１，０３０（４%）

工業製品：１，００７（４２%), その他：２１（３%）

売 上 総 利 益
１３，６７７

５９%
１３，４７９

６１%
１０１％

１pt 円高の影響（売上目減り９２３）

営 業 利 益
７，１９５

３１%
７，１９１

３２%
１００％

０pt
販管費１９５増

人件費増（主に営業人員増強）

経 常 利 益
７，２２１

３１%
７，１３５

３２%
１０１％

１pt

当 期 純 利 益
４，５６０

２０%
４，６９４

２１%
９７％
△３pt 特別損益見込みなし

E P S （ 円 ） ７５７．１４ ７７９．５３

想 定 為 替 レ ー ト

米 ド ル ７５．００円 ７９．６２円 ４．６２円円高 為替感応度 ＵＳＤ 1円：５５百万円

ユ ー ロ ９８．００円 １１０．９５円 １２．９５円円高 為替感応度 EURO 1円：５０百万円

設 備 投 資 ８００ １，１３９ △３３９ 設備維持更新等

減 価 償 却 費 ７８０ ７２３ ５７

単位：百万円単位：百万円
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連結売上高事業の種類別増減

２０１１年 ２０１２年

歯科製品
関連事業 19,194 20,225

+1,030

工業製品
関連事業 2,379 3,387

+1,007

そ の 他
事 業 691 712

+21

為替影響 － △923

計 22,266 23,402
+1,135

期中平均レート

米 ド ル 79.62 75.00
△4.62

ユ ー ロ 110.95 98.00
△12.95

△924

△９２３

為 替
影 響

北米：新スキームが機能
欧州：子会社販売は堅調
アジア、中近東に懸念

歯科製品

１,０３０

5.4%

アジアで特需
スマートフォン関連
タイ復興需要

工業製品

１,００７

42.3%

２１

その他

3.0%

2011年売上高
（実績）

2012年売上高
（予想）

２２,２６６ ２３,４０２

2011年の為替レートで換算した場合の増減

事業の種類別売上高

（為替影響分離）

単位：百万円単位：百万円
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地域別連結売上高の増減（歯科製品）

２０１１年 ２０１２年

欧 州 5,548 5,719
+171

国 内 4,085 4,106
20

北 米 3,484 3,902
+418

ア ジ ア 2,452 2,446
△5

そ の 他 3,623 4,049
+426

為替影響 － △874

計 19,194 19,351
+156

期中平均レート

米 ド ル 79.62 75.00
△4.62

ユ ー ロ 110.95 98.00
△12.95

為 替
影 響

△８７４

欧州
3.1%

１７１

不安定な欧州経済、競合との価
格競争激化
全子会社増収見込み

北米

２０

0.5%

自社ブランド：ハイエンド製品の販促継続
ＯＥＭ：製品採用に注力

国内
12.0%

４１８

新規商流での製品浸透に注力
ＯＥＭ先：新製品提案し取引安定を

アジア
△0.2%

△５

中国代理店網改革に時間
韓国停滞（ウォン安）

その他
11.8%

４２６

南米回復（為替動向注視）
ロシア続伸
（シェアＮｏ．１奪取）

2011年売上高
（歯科製品）

2012年売上高
（歯科製品）

１９,３５１１９,１９４

2011年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円単位：百万円

地域別売上高（歯科製品）

（為替影響分離）

Page-15



地域別連結売上高の増減（工業製品）

２０１１年 ２０１２年

国 内 811 780
△31

北 米 633 581
△52

欧 州 353 338
△15

ア ジ ア 566 1,688
+1,121

そ の 他 13 -
△13

為替影響 － △33

計 2,379 3,353
+973

期中平均レート

米 ド ル 79.62 75.00
△4.62

ユ ー ロ 110.95 98.00
△12.95

為 替
影 響

△３３

△15

△１３

欧州

その他

国内

△3.9%

△３１

医療器械（ＣＡＭ）急増の反動
機械メーカーとの関係強化

アジア
197.8%

１,１２１

北米
△8.3%

△52

スマートフォン特需
タイ復興特需

201１年売上高
（工業製品）

2012年売上高
（工業製品）

３，３５３２,３７９

201１年の為替レートで換算した場合の増減

△4.5%

-%

単位：百万円単位：百万円

地域別売上高（工業製品）

（為替影響分離）
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予想営業利益の増減要因

為替影響

△７５４

$： 87.69円→ 80.00円
€：116.39円→110.00円

販管費増

△１５５

需要増加

１,２４８

売上高２，０５８百万円増
歯科製品 １，０３０百万円
工業製品 １，００７ 〃
そ の 他 ２１ 〃

△５０

販売子会社の営業人員強化

2011年営業利益
（実績）

７,１９１ ７,１９５

2011年の為替レートで換算した場合の増減

原価率悪化 △２７８

人件費増加

単位：百万円単位：百万円

販売構成の変化
工業製品の割合増加
製品統廃合による部品評価損

2012年営業利益
（予想）
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市場の状況と今後の施策



■業界動向

１．全世界経済危機継続による価格競争激化

（１）相対的な需要減少傾向継続 ⇒ 製品品質とサービスの重要度が増す。

（２）不況によりディラー経営悪化(南欧) ⇒ ディラー再編の動き活発化。

２．ブランドポジショニング変化

（１）Kavo, BienAir, Sironaの大幅値下げ ⇒ NSK販売に影響なし。

（２）W&H、NSKは新製品上市とサービス向上によるブランド価値向上。

■NSK戦略 ー 競合他社との差別化戦略推進

１．先進国市場：ブランド価値向上とユーザー囲い込み戦略推進

（１）ユーザニーズを捉えた新製品上市（Pico, Z, SurgicPRO他）成功

（２）営業、サービス品質のさらなる向上を計る

２．エマージング市場：流通再構築継続による販売体制強化

（１）ローカルマーケティング活動強化による深掘営業推進

（２）サービス網整備とサービス品質向上
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歯科：2011年の状況



ブランド価値
高い

ブランド価値
低い

市場売価
高価格

市場売価
低価格

歯科：2011年ブランドポジショニング分析

2000
2000

2000

2000

2000

中国他低価格製品
及びコピー製品

主要ブランドの競争激化
CS強化とCL推進による差別化
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2010-

2000
2000

2000

2000

2000

中国他低価格製品
及びコピー製品

2010-

2010-

2010 

2010 
中国他低価格製品
及びコピー製品

2010-

2000
2000

2000

2000

2000

中国他低価格製品
及びコピー製品

2011 

2010 

2010 
中国他低価格製品
及びコピー製品

2010 

2010 2011 
2011 

2011

http://www.sirona.com/
http://www.bienair.com/default.asp


Focus

集中

提案型営業展開による営業品質のさらなる向上

と差別化戦略推進

Enhancement

強化

ハンドピース拡販ハンドピース拡販

インプラント関連機器拡販インプラント関連機器拡販

歯周関連機器拡販歯周関連機器拡販

歯科：営業基本戦略
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欧米への深堀営業
エマージング諸国への販売網強化

NO.1のアフターサービス提供

ユーザー囲い込み推進ユーザー囲い込み推進

最強の営業集団構築と究極のアフターサービスの連動

ユーザーニーズを捉えた製品開発・上市の連打

ダントツ
NO1

ブランド
＆

マーケット
シェア



先進国市場
グローバル展開の「質」の向上

NEU

NHQ
NAM/NDA

エンドユーザーへの信頼を獲得エンドユーザーへの信頼を獲得

地域密着の
営業活動

ブランド力
向上

究極の
アフター
サービス

市場情報
フィード
バック

ネットワーク
構築

異なるローカルニーズに迅速に対応できる体制を整備

歯科：営業戦略
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ロシア

アフリカ

中近東

東南アジア

中国

中南米

ドバイ展示会

ブラジル展示会

ロシア展示会

エマージング市場
攻めの営業と強い販売・サービス網構築強力な

販売網構築

ブランド力
向上

アフター
サービス網

構築
市場ニーズ
汲み取り

ネットワーク
構築開始

ローカルニーズに対応できる最適な販売体制・サービス体制の構築

歯科：営業戦略
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インド展示会

エンドユーザーを獲得エンドユーザーを獲得



欧州経済危機進行の中、欧州経済危機進行の中、

ドイツ・フランスが牽引し、前年微増の結果ドイツ・フランスが牽引し、前年微増の結果

■■IDS後の新製品上市は順調に推移。販売増に貢献

■競合他社（Kavo, BeinAir他）販売価格の下落傾向止まらず

■ドイツ・フランス・スペイン現地販売は堅調に推移
■UKは市場需要の後退により前年比二桁割れと苦戦

■東欧市場はポーランド微減、

北欧市場は横ばい傾向

■アフターサービス体制強化

⇒ ユーザー囲い込み戦略推進

■ 主力製品サージックプロ、

Ｘコントラが売上を牽引

欧州市場

歯科：営業戦略
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通期 前期比円建では微減、ドル建では10％アップ

No.1シェアのW&Hとほぼ互角の販売達成

■業界ＴｏｐディーラーＤｅｎｔｅｘ社と従来の代理店ＳＥＬＬＡ社との共存

■ロシア地方都市攻略開始とＣＩＳ販売網強化

■ブランディング強化推進

-宣伝強化と各地展示会でのブランド訴求
-セミナー開催、製品デモによるユーザー訴求

ロシア市場

歯科：営業戦略
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20112011年年1111月より新販売スキーム開始月より新販売スキーム開始

NSKNSKブランド＋ブランド＋BUSA PBBUSA PB＋＋OEMOEM＝市場占有率の最大化＝市場占有率の最大化

■NSK Dental LLC設立。ローカルSales＆Marketing開始

■大手販売流通ヘンリーシャイン・パターソンデンタル・ベンコ他に卸営業展開

⇒ 市場構成比80％を持つディーラーとの取引開始

■集中倉庫稼動 即納体制構築によるサービス向上。

■全米主要都市に営業配置（初年度12名）完了。

⇒大手販売流通に対する製品トレーニング・

同行営業実施による深堀営業開始

■修理センター機能充実・CS機能充実による

⇒ 顧客満足度向上

■ローカルマーケティング開始によるブランド力向上

歯科：営業戦略

アメリカ市場
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エンドユーザー

大手メーカー

PB NSK OEM

直販による深堀
大手ディーラー

による占有率向上
スペシャリティー

市場深堀

各流通の強みを最大限に生かす流通戦略推進

ブランディング アフターサービス

アメリカ流通戦略概要

歯科：営業戦略
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http://www.benco.com/
http://www.burkhartdental.com/index.php
http://www.pearsondental.com/


NSK Dental LLC営業活動開始（2011年11月）
展示会自社ブース設営とブランディング活動開始

歯科：営業戦略
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Greater NY展示会にてブランド訴求開始

参加者数： 53,442

歯科医： 18,168

衛生士： 4,150

アシスタント： 5,534

会場入口バナー 会場入口バナー

会場入口バナー 会場入口バナー



NSK Dental LLC営業活動開始（2011年11月）
展示会自社ブース設営とブランディング活動開始

2011・GNYDM

■新製品Zコントラ・Picoタービンを中心にデモ

⇒非常に高い評価を獲得

■主要ディラーによるプロモーション開始

■展示会場内にてブランディング活動開始

■有力雑誌への広告掲載開始

歯科：営業戦略

11月末 NY展示会にて自社ブース設営 本格的な販売開始

11月
ニューヨーク

展示会

10月
ADA展示会

サンフランシスコ

5月
カリフォルニア

展示会

3月
アトランタ

展示会

2月
シカゴ展示会

2012年主要展示会スケジュール
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北米市場

歯科：営業戦略

■ブラスラー■ブラスラーUSAUSA（米国（米国PBPB販売先）販売先）

●現地販売好調により計画以上の販売を達成。

●年度末在庫も軽く、2012年も現地販売好調維持の見込み。

■■OEMOEMビジネスビジネス

●既存ハンドピース関連OEMは堅調に推移

●ＮＳＫブランドの販売開始によるＯＥＭ各社との距離感は懸念材料

●超音波スケーラー、歯周病関連製品の新規OEM交渉継続

■■カナダ市場カナダ市場

●限定販売網戦略定着、前期横ばい。提案営業によりさらなる奥行き拡大

●大手インプラントメーカーを攻略中
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新販売網確立により堅調な伸長継続

受注は順調であったが円高影響による出荷調整発生

●ブラジル・メキシコ 代理店販売大幅伸長

●南米各国代理店網再構築完了 ⇒ 販促展開による深掘推進

●CIOSP・FDI展示会を中心にしたブランディング訴求

●ローカルマーケティング、サービス機能充実を計る

●代理店会議開催成功 ⇒ 製品トレーニング・修理トレーニング定例化

中南米市場

歯科：営業戦略
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メキシコ展示会ブラジル展示会



下半期の回復により前期並みの実績を確保

■ 上半期は洪水、政府系／民間共に経済状況の厳しさあり需要低迷

下半期は回復した需要を取り込み、通期で前期比並の実績を確保

■ 2012年、需要はやや回復の見込み
政府系は旧設備の置換需要が期待される

民間も徐々に需要が戻りつつある

■販売力強化

ディーラーの販売員に対する定期的なトレーニングコースを提供

オセアニア市場

歯科：営業戦略

Page-32



国内国内OEMOEMを中心に大幅伸長／代理店も伸びるを中心に大幅伸長／代理店も伸びる

国内全体の伸びは国内全体の伸びは124124％％

■国内ＯＥＭが大幅伸長

- インプラントメーカーの販路を活用し、バリオサージの垂直立上に成功

- マーケティング部と連携したハンズオンセミナーの成功が一因

■国内代理店も二桁の伸びを達成

- 歯科医・代理店との関係を重視した継続的営業活動

- タイムリーかつ顧客の要望に沿った製品上市

・ミニヘッド、高耐久性製品 Ｚコントラを上市

・一昨年上市 超ミニヘッド“S-max Pico”の需要も堅調

■獣医ビジネスも大きく伸びる

- ペット関連市場の拡大を捉えた安定成長

- 高価格製品プリマドの販売が好調

日本市場

弊社東京事務所が
入居するTIX Tower Ueno

歯科：営業戦略

Page-33



中国市場

歯科：営業戦略

NSK上海が
入居する虹桥上海城

改革を進めながら前期を超える実績を確保

■ 販売力の強化・代理店網改革の推進

■ 代理店向けキャッシュバック制度導入

■ インプラントやエンドの需要拡大

関連製品で大幅売上ＵＰ
- Surgic XT PLUS

- VARIOS シリーズ

- エンドモーター

■ 厳しい市場環境は変わらず
- 模倣品氾濫が続く

- 他社との競争も激化
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中東・南アジア・東南アジア市場

歯科：営業戦略

政情不安の中東を抱えながらも前期比並を確保

■ 逆風の中、中東エリアは前期並みを確保
- 「アラブの春」で情勢が不安定化

リビア、エジプトなどは前期比売上が激減

- しかし、イラン、サウジアラビア、トルコの売上が大きく伸長

他地域の売上減をカバー

■ 南・東南アジアはほぼ前年並みを確保

- 巨大市場インドでは主力の二代理店が前期比を維持できず減収

- タイが前期比大幅伸長で業績を下支え

- 前期業績不振だったシンガポールも復調

■ 徐々に需要が伸びるハイエンド製品
- インプラントモーターは大幅伸長

中東、南・東南アジア共にサージックXTプラスは前期比2倍レベルの増販

- 中東ではXコントラ、Mコントラが大きく伸長

Page-35



Surgic PRO販売状況
歯科： 重点製品販売状況
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PRO

大ヒット製品Surgic XTを超えるパーフォーマンス

高評価を獲得 前年比15％ＵＰ達成

● 80Ncmの高トルク

● スタイリッシュコンパクトデザイン

● ユーザビリティー向上（新GUI適用）

● 将来を見据えた機能（USBターミナル搭載）

2010 2011

PRO

XT

AP

販売実績

前期比15％UP



VarioSurg 販売状況

販売実績

PRO

歯科： 重点製品販売状況
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●業界をリードする機能・使いやすさ
●複雑化する高度なインプラント手術へ対応
●著名Dr.によるセミナー開催による製品訴求

2010 2011

海外で高評価のVarioSurg
国内上市成功により販売大幅伸長

前期比125％Up



インプラントモーターシリーズ

フルスペックインプラントモーター

超音波ボーンサジェリー

主力インプラントモーター

需要拡大のインプラント市場向け

先端技術を満載したワイドレンジ製品ライン展開

歯科：製品戦略

ベーシックインプラントモーター
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全世界インプラント市場概況

市場規模：約3,000億円
伸長率：年10％～15％

継続的な伸長が見込めるカテゴリー
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人口10,000人に対するインプラント装着数
アメリカ成人人口

歯喪失率
45-55％

治療希望率
5-10％

治療率
50-60％

インプラント治療率

15-２０％
通常治療率

80-85％

約100万人が治療

歯科： 重点製品販売状況
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2010 2011

Z

X

M

Zコントラアングル 販売状況

市場で大きな評価を獲得し

コントラアングル販売伸長に貢献(前年125％)

●業界最高ランクの耐久性実現

●業界最小のヘッドサイズと最細のネックサイズ実現

⇒ビジビリティーとアクセサビリティーの向上

前期比25％Up

業界NO1コントラアングル

歯科： 重点製品販売状況



最高機種シリーズ

プレミアムシリーズ

スーペアリアリーズ

業界最高機種を加えた業界最高機種を加えた

最強ラインナップを軸に拡販中最強ラインナップを軸に拡販中

コントラアングルハンドピースシリーズ

歯科：製品戦略
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S-Max Picoタービン販売状況
歯科： 重点製品販売状況
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販売実績

PRO

●NSK オンリーワン・ニッチトップ製品
●ウルトラミニヘッドとスーパースリムボディーが

高評価、新たな需要を創出
●各営業マンが常にサンプル携帯、継続的なデモ実施

⇒ 提案型営業の深堀推進

2010 2011

ユーザニーズを的確に捉え
全世界で大幅な販売伸長



工業用

工業：営業戦略

２０１１年は東日本大震災やタイ洪水にも関わらず前期比確保２０１１年は東日本大震災やタイ洪水にも関わらず前期比確保

２０１２年は特需で大幅伸長の見込み２０１２年は特需で大幅伸長の見込み

■ 2011年の実績は増減・地域差あり

- 当期は東日本大震災の影響で上期に需要が急減したが下期には急回復

- タイの洪水等によりアジアで減退した需要を欧州・北米がカバー

■ 2012年は特需を捉え大幅伸長を目指す

- スマートフォンの製造に関わる大型受注が見込まれる

■アジアはインドネシア、マレーシアに注力

-二輪車の製造市場もターゲットに

■ 大型展示会JIMTOFと新製品投入

ｉＳｐｅｅｄ３
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Ｐｒｉｍａｄｏ２

２０１１年は前期比微増２０１１年は前期比微増

２０１２年、待望のプリマド２をテコに売上拡大を図る２０１２年、待望のプリマド２をテコに売上拡大を図る

■ 2011は全体として前期比微増にとどまる

■ プリマド２の上市前に旧製品が苦戦

海外・国内共に2012年は二桁伸長を計画

■ 積極的な海外OEMビジネス展開を推進

メディカル

メディカル：営業戦略
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